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ューを通して、教会堂の歴史的な位置づけが行われている。病院教会堂は主にオルテニアに集中してお
り、ワラキア公国によって丘陵地帯におかれ修道生活が保障されて独自の修道規定とともに独自の宗教
美術が可能となったとしている。 
 第２章では、主な調査対象であるコジア修道院附属教会堂、ホレズ修道院附属教会堂について歴史的
視点から概要が述べられ、現地にて壁画を直接熟覧し、図像研究を加味して美術的特徴を示している。 
 第３章では、壁画の構造と絵画技法材料の解明を目的に、光学的調査を実施し、携帯型ミクロメータ
ースコープによるデジタル撮影によって絵画層の表面観察も行ってその構成を観察している。また、教
会堂の構造を立体的に把握する目的で三次元(3D)レーザー測定も行い実測結果をパソコン上で展開でき
るように将来の変化を見すえた状態記録として残している。さらに壁画微小試料片を採取して実体顕微
鏡による積層構造観察によって制作手順を明確にしている。この微小試料片の成分分析では、壁画制作
技法の特徴と使用材料が明らかにされたことは大きな成果といえる。たとえば彩色手順では、漆喰の固
化前に水溶きした顔料で描く｢ブオンフレスコ技法｣、顔料に消石灰を固着剤として混ぜ合わせて描く｢メ
ッゾフレスコ技法｣、漆喰の固化後に描く｢セッコ技法｣に分類されている。それらが確固としてシステマ
ティックに壁画制作が行われていたことを成分分析の科学的論拠にもとづいて明らかにしたことは本研
究の大きな成果であろう。無機顔料の特定では、特に、銀箔、鉛錫黄(レドチンイエロー)の使用、スマ
ルトの多用を確認した点が評価できる。 
 対象としたふたつの修道院附属教会堂は、創建当初の様相を知る上で後年あまり手を加えられずに奇
跡的に保存されてきたことが選択の大きな理由であったと考える。日高翠はこの貴重な史跡調査のため
に、海外でありながら2006年からルーマニアの教会堂壁画に興味を抱き現在まで計11回の現地調査が行
われて長期にわたる壁画への強いこだわりをもって本論文の結論としている。また、本論文は日高の粘
り強く真摯で熱意ある研究姿勢によって生まれたものであり、美術史的視点に偏っていた先行研究の限
界を超えた野心的な研究とも言える。つまり、調査対象の壁画の特徴を単に歴史的あるいは図像学的観
点からだけではなく、それに科学的論拠を加えて総合している点である。この研究成果は、今後、ルー
マニアに散在する多くの教会堂壁画修復に有用な情報として活用されるに違いない。 
 以上述べた内容は、審査員者全員の評価であり、本論文は学位論文に相応しい研究内容であると判断
した。 
 
